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News

平成 28 年 8 月 13 日　第 18 回茨城県キャンポリー閉会式にて

◉ 橋本千代寿 長老 逝く

橋本千代寿長老が亡くなりました。
数え 99 歳、白寿を迎えられる年でした。大

変残念です。長老は、日頃から「俺は百歳まで
生きるぞ！」とおっしゃられていたことが今で
も耳に残っています。年次総会でのあの独特な
言い回しで私たちにお話いただき、そして、ご
指導いただいたことがつい昨日のように思い出
されます。

長老は、佐野珖治初代理事長の言葉に感銘を
受け、県連盟創立前の昭和 24 年、土浦第一隊
の隊付として、ボーイスカウト活動に足を踏み
入れました。翌、昭和 25 年には土浦第二隊の
隊長に就任し、以降土浦地区でスカウトの指導
に携わりました。昭和 36 年に、地元石岡地区
にボーイスカウト発団の機運が持ち上がり、石
岡第一団の発団に尽力し、以後少年隊（BS 隊）、
年長隊（VS 隊）の隊長を歴任しました。昭和
43 年からは、団委員として団の運営に携わり、
石岡第一団の隆盛をもたらしました。

一方、県連盟におきましては、昭和 38 年に
理事に就任した後、昭和 42 年には県コミッショ
ナーに就任し、教育面から県連盟の強化を図ら
れました。また、昭和 53 年からは、副理事長、
理事長、副連盟長を歴任され、県連盟の運営面
からも大いに力を発揮され、平成２４年には長
老に就任されてからは大所高所から私たちを導
いていただきました。

更に、長老は昭和 47 年に発足したボーイス
カウト茨城県連盟維持財団の理事、常務理事、
副理事長を歴任し、財政面からも県連盟を支援
していただきました。

先日、ご自宅を訪問して、ご家族の方にお話
をお伺いしましたが、長老の長い人生の大部分
は、ボーイスカウト活動であったと話されてお
りました。また、送り出すときにはボーイスカ
ウトの制服を着せたともお話しされておりまし
た。

県連盟の創立から現在まで、生き字引的な存
在で在り続けられた長老を失ったことはたいへ
ん残念なことであります。

ここに、心よりのご冥福をお祈りすると共に、
永年のボーイスカウト活動に対する感謝の心を
伝えたいと考えます。

長老、安らかにお眠りください。

日本ボーイスカウト茨城県連盟
　　　　理事長　　八木　雄二

平成 28 年 8 月 13 日　第 18 回茨城県キャンポリー閉会式にて



Scouting

「スカウティングはゲームである」
これは、ボーイスカウトの創始者であ

るベーデン - パウエル卿の言葉で、これ
がスカウティングの本質を言い表してい
ます。それほどまでに「スカウティング」
と「ゲーム」は切っても切れない関係に
あるのです。

スカウト達にとって、ボーイスカウト
の活動は、楽しい時間なのです。では、
いったい「何」が彼らにとっては楽しい
のでしょうか。それはゲームです。

チーム同士で競い合うという、いわ
ば彼らの本能や年代に応じた特性を活用
し、社会の「こんな人間に育ってほしい」
という願いを表した「活動のねらい」に
沿って、具体的な活動プログラムに組み
上げたもの、それがスカウティング・ゲー
ムなのです。

そうスカウティング・ゲームには、子
供の本能的に求めるものが、その根底に
流れているから「楽しい」のです。彼ら
には、そこに教育的要素が含まれていよ
うがいまいが問題ではありません。求め
るのは仲間と共に夢中になれる楽しさで
あり、また、仲間との競い合いなのです。
ですので、スカウトの心に響かないもの
ではスカウティング・ゲームとしては成
り立ちません。

スカウティング・ゲームは、基本的に
チーム（班）を単位としたゲームです。
１人でなく班の仲間と協力することで
チームとなり、初めて同じ土俵で他の班
と競い合えるのです。スカウト達は、ゲー
ムに勝ちたいために、気のあった仲間を
集めて班を作ります。班のメンバーが自

● ボーイスカウト流 こどもの育て方

分達の眼鏡に適った人を探し出し、また、
候補者の中から選びます。そうすること
で、「自分たちの班」という愛着や誇り
が生まれてきます。

さて、スカウトたちは、「他の班に負
けたくない、競い合って勝ちたい」ため
に、勝つための準備、すなわちルールを
知り、役割分担をして日頃から準備をし
ていきます。そう「そなえよつねに」の
スカウトのモットーです。

スカウトの隊集会は、その「ゲーム」
の本番となります。そして、そこで勝つ
ための作戦を練り、準備や練習をするの
が「班集会」なのです。

このように彼らの本能・成長段階での
特性を活用したのが「班制度（班制教育）」
と呼ばれる小グループを活用した教育シ
ステムなのです。

このスカウティングの「ゲーム」は、
スカウトからすると楽しく興味あるゲー
ムですが、大人から見ると、単なるゲー
ムとは違います。そこには求める効果（目
的）があり、組み立て（ステップと目標）
があり、それを活かす方法（ルール）が
あるのです。このようにスカウティング・
ゲームには、成長に必要な実にいろいろ
な要素がちりばめられており、それを効
果的に彼らが取り込み（実施し）、気づ
きを得ながら成長につながるようプログ
ラミングされています。

スカウトたちは、教えてもらって気づ
くのではありません、体験（ゲームを）
することで自ら気づいていくのです。自
ら積極的に関わって気づくことができわ
けですから、「活動のねらい」がすんな

りと受け入れられ、それが身に付いてい
くのです。

班に貢献するために進んで自分を磨く
ことは学校や学習塾のような「外からの
教育（外発的動機付け）」とは対照的な「内
からの教育（内発的動機付け）」で行わ
れます。これは、良いものを伸ばし、必
要なものを自ら求めるという、積極的に
自ら潜在するものを成長をさせようとい
うものです。この「内からの教育」の道
しるべとなるのがボーイスカウトのもう
1 つの大きな教育システムである「進歩
制度」です。これを外からの教育で行っ
てしまうと、成績だけが重視された序列
が出現し、努力から自信へと繋がるはず
の取り組みが、スピードと結果だけが重
視されてしまいます。成長プロセスは無
視され、努力も自信も段取りも配慮もな
おざりにされ、記憶力だけの勝利となっ
てしまいます（ちょっと大げさですが

（笑））。そうです！ 単に成績という名の
「結果」のみが評価されてしまうのです。

しかし、本当の教育の真髄は、そのプ
ロセスにあります。そのプロセスを知っ
てやってみること（体験）によって、物
事の道理を知ること（観察と推理、分析
と整理）によって、役立つ知識・手技（知
恵）となるところにあります。

このように、ボーイスカウトの教育は、
班という異年齢の信頼のおける仲間とと
もに、自分の内側からの求めによる多種
多様なプログラムを実践・体験し、班に
対する責任や貢献というところから社会
性を身に付け、自分自身を自ら伸ばして
いく教育なのです。



●ボーイスカウトの教育法 （スカウト教育法）

スカウト教育法とは、スカウト運動に
おける教育方針の根幹をなすもので、一
言でいえば、進歩する自己研鑽システム、
ということになります。このシステムは、
後述する複数の重要な役割を持つ要素が
密接にかつ相互に絡み合いながら作用し
ます。スカウティングの独自性はこれら
の要素が絶妙な組み合わせとバランスで
作用することから生まれるのです。

スカウト教育法を構成する 8 つの要素
は以下のとおりです。

• 「ちかい」と「おきて」
• 行うことによって学ぶ
•  進歩制度
• チームシステム
• 成人による支援
・シンポルの活用
•  自然
• 社会との協同

●「進歩する自己研鑽」とはどういうこと
でしょうか？
スカウティングは自己研鑽という考

え方に基づいています。青少年は一人ひ
とり生まれながらに特別な存在であり無
限の可能性を持っています。ー方で自分
の成長は自分が責任を負うということで
す。自己研鑽は「人から指導」されるも
のではなく「自ら学ぶ」ということです。
‘‘ 学ぶ ‘‘ という舞台の主役は青少年自身
ですから学びを受けるのも与えるのも青
少年自身ということです。スカウト教育
法は、青少年が自らを成長させるために
辿るべき道を示し、自発的にその道を進

むよう考案された教育法なのです。
自己研鑽はまた進歩するものなので

す。スカウト教育法では、青少年が自己
の能力や興味、それまでの人生経験を活
かしまた伸ばす後押しをします。具体的
には、自己の新しい能力や新しく興味を
持てることを見つけ伸ばしてい＜力を高
め、成長の階段を昇っていくのに必要と
なる建設的話し合いの場をどう設ければ
良いか見つける手助けをします。そして
個々が自分のペースでそれを切り開いて
いけるようになっているのです。自己研
鑽が個人レベルでもグループレベルでも
実施できるということも特筆すべき点で
しょう。

●スカウト教育法が「システム」と呼ばれ
る理由
スカウト教育法はシステムであると言

われています。どういうことでしょう？
この教育法は相互に作用しあう複数の要
素が重なり合い一体となってはじめて機
能します。そういった意味で「システム」
なのです。スカウト教育法の各要素が単
独でも教育的であるがために他の教育団
体ではそれらを独立したものとしてとら
えているケ一スもあります。しかし、こ
れらの要素がすべて組み合わさり一体と
なってシステムとして機能することを私
たちはスカウト教育法と呼ぶのです。

スカウト教育法の各要素はそれぞれ単
独でも教育上の意味を持ちます。（つま
り、ある目的をもって誰かを教育しよう
とするとき、その目的に合う要素が存在

するということです）そして各要素と他
の要素はお互いを補完しあうようにでき
ているのです。それゆえ、このシステム
が機能するためにはどの要素も欠かせな
いと同時に、どの要素も常にスカウティ
ングの目的と原理に一致して使われる必
要があります。スカウト教育法はスカウ
ティングの根幹をなすものです。

隊活動が活発に展開されている時とい
うのは、スカウト教育法の要素がシステ
ムの一部として常に機能している状態と
言えます。しかしながら、機能している
はずの要素が全部手に取るようにわかる
わけではありません。ある要素は黒子に
徹しているかも知れません。それは会議
を重ねたりキャンプに何回も行ったり、
ある程度時間が経過してはじめて効果が
確かめられるものなのです。別の言い方
をすれば、隊活動の一部を写したスナッ
プ写真ではスカウト教育法 8 要素の効果
はわかりにくいのですが、ビデオ日記で
見ればはっきりとわかる、といったよう
なことでしょうか。

スカウト教育法の要素を活用するに当
たってはターゲットとする青少年の成熟
度に合わせた工夫が必要です。またスカ
ウト教育法は、自然体で／直感的に、も
しくは意図的に、またはその両方を意識
して行うのが良いでしょう。ただし、“ 何
でもお膳立てしてあげる ” やり方ではな
く、自然に任せ直感を信じて行うことが
理想です。いずれにせよ、実行に当たっ
ては対象とする青少年の成長に最も適し
たものであることが望まれます。
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高萩市にある日本連盟の高萩スカウト
フィールドでは、森林の中で体感する環境
教育プログラムを提供し、多くの市民が参
加されています。植物や野生動物が生きる
森の中での、更なる自然体験活動を通じて、
青少年の「生きる力」「社会を生き抜く力」
を養うことの一助となるように、日本連盟と、
茨城県、高萩市、茨城県連盟が協働して、
いばらき教育月間に地元高萩市内の小学生
を招いた自然体験教室「しぜんとあそぼデ
イキャンプ 2018」を実施しました。

4 年目となる今回は、高萩スカウトフィー
ルドをリスや小鳥の集まるより豊かな森に育
てていこうと、地元松岡小学校と秋山小学
校の児童を招いて、どんぐりと桜の植樹に
も取り組みました。

19 日に行った開会セレモニーには、高
萩市から大部市長、茨城県教育庁の小沼
参事ほか、市内各小学校の校長先生等多
くの来賓にお越しいただき、植樹のための
スコップ入れの儀などを行いました。

各日、50~65 人ずつ高萩市の小学 4 年
生と6 年生が授業の一環として参加し、10
人前後の班に分かれてネイチャートレイル、
火起こし・テント張り体験、どんぐりと桜の
植樹を体験しました。

移植ごて（片手で持つ小型シャベル）で
やさしく植える小さなどんぐりの苗は、明治
神宮の森を守り育てているNPO 法人響（ひ
びき）から提供いただいたもので、響の佐
藤理事長ほかスタッフの方々が子どもたち
への指導に来てくださいました。

また、公益財団法人日本花の会からいた

だいた大人の背丈ほどある桜の苗は、大き
な穴にスコップで大量の土を入れながら植
える汗かき作業となりました。子どもたちは
隣の班と競い合いながらスコップ作業を楽
しんでいました。

さまざまな自然体験活動に加えて、どんぐ
りや桜の苗を植えることで、参加した地元
の子どもたちにこの「大和の森」に愛着を
もってもらう絶好の機会となりました。なお、
今回植えた桜は順調に育てば 5 年ほどで花
が咲くということです。

運営の中心となって子どもたちにプログラ
ムを提供してくれたのは、全国から有志で
集まったローバースカウト。一緒にあそびな
がらいろいろ教えてくれるお兄さんお姉さん
として、子どもたちから頼りにされていまし
た。実施したアクティビティは下記のとおり
です。今年も、参加した高萩市内の小学生
たちのたくさんの笑顔と出会うことができま
した。
・植樹体験：どんぐりや桜の苗木をフィール

ド内に植える植樹体験を行いました。生
きる森を育む体験を通した、いのちの大
切さを学び、次の 100 年につなぐ森づく
りに貢献しました。

・ネイチャートレイル：フィールド内に自生
する植物や樹木の成長や状態を観察する
プログラムを実施しました。直接、見て・
聞いて・触ることにより、自然の不思議
や新たな発見を通した学びがありました。

・火起こし体験：マッチを使って、一人ひ
とりが自分のチカラで火起こしを行い、そ
の火を使ったおやつ作りに挑戦しました。

● 森での遊びから環境を考える

    しぜんとあそぼデイキャンプ 2018
in 高萩スカウトフィールド

その他、キャンプに必要なテント張りを行
い、デイキャンプ気分を味わいました。
また、今回の植栽活動のために、茨城

県連盟では各団に呼び掛けて、野営場の
整備や植樹用の穴掘り、腐葉土の運搬、
看板の作成、石の除去などの植樹のための
諸準備を行いました。
【事業概要】

◦主催：公益財団法人ボーイスカウト日本
連盟

◦協力：茨城県・茨城県教育委員会・高
萩市・高萩市教育委員会、ボーイスカウ
ト茨城県連盟、公益財団法人日本花の会

（桜苗木の提供）、ＮＰＯ法人響（どん
ぐり苗木の提供）

◦助成：国土緑化推進機構「緑の募金」
◦開催日：平成 30 年 11 月 19 日（月）、

20 日（火）、22 日（木）の平日に授業
の一環として実施

◦参加者：松岡小学校 4 年生 66 人、同
小学校 6 年生 66 人、秋山小学校 4 年
生 51 人　計 183 人

◦茨城県連盟奉仕者（11/16-17）:
　　熊田（北茨城 1）、秋山（日立 6）、
　　助川（日立 5）、磯貝（日立 8）
　　鈴木（古河 1）、高橋（稲敷 1）
　　杉浦 県連盟副コミッショナー
　　若林 県連盟コミッショナー
　　高橋 副理事長、中島 副理事長
◦茨城県連盟出席者（11/19）:
　　八木 理事長、八城 事務局長
　　中島 副理事長



Review &  Information

01
グリーンバーのつどい 
　（ボーイ部門の班長・次長のつどい）

　11 月 3 日、4 日に GB の集いに参加しま

した。今回の GB の集いは、前回よりも参加

者が増え、アドベンチャートレイルなど、体

験できるプログラムも増えたと思います。そ

の中で、講習会では班とは何か、グリーンバー

とは何かを考えながら学ぶことができまし

た。そして班ごとにハイキングなどいろいろ

なチャレンジをしていきました。このチャレ

ンジを通じてチームワークが大きな力になる

ことがわかりました。そして、これらのチャ

レンジだけでなくすべての活動でチームワー

クが大事だということを学びました。なので、

まずは班員どうし仲良くなることが大切だと

思い、隊に帰ったらそのことをわかりやすく

きちんと話していこうと思いました。

　最後のプログラムでは、何でも相談室を開

いていただきました。他の隊の人の悩みに対

するアドバイス、自分の悩みに対するアドバ

イスも合わせて、今後の活動に活かしていき

たいと思います。

　今回の集いで体験したプログラムを通じて

前回よりも更に多くのことを学ぶことができ

ました。これからの活動に活かしていきます。

（写真下）

02
県内のベンチャースカウトが

　　　交流キャンプを実施

　ベンチャー交流会キャンプはとても新鮮な

ものでした。ベンチャースカウトだけの活動

では、自発的な活動がメインになるため自分

達の判断や意見が大切になります。進行など

も自分達で行うためリーダー性も必要だとい

うことが改めてわかりました。

　2 日目のハイキングでは読図や歩測など苦

手な分野のものが多くありました。

　特に計測の場合、どれだけ簡単に正確に測

れるかが大切ですが、電柱の柱では誤差 2

メートル、橋ではかなりの誤差がでてしまっ

た。一人一人がもう 1 度歩測の基準を測り直

すべきだという課題を見つけることができま

した。柱を測るとき、高さを測りたいときど

うすればいいか考えました。

  今回の交流会を通して県ベンチャーのこれ

からの活動が大まかに決まり、今まで以上の

経験にしたいです。そのために一人一人が考

えを持って最終的には１つの方向に進むこと

ができることを目標とします。

03
ボーイスカウトが取り組む 

　「セーフ・フロム・ハーム」

「セーフ・フロム・ハーム」

　この言葉の意味は、「Safe」：安全な・危険

のない・心配のない・大丈夫・信頼できる・ 

信頼できること、「Harm」：（精神的・肉体的・

物質的な）害・傷害・危害のことで、「Safe 

from Harm」とは、害（傷危害）を受けるこ

とのない安全・安心なという意味です。つま

り、「様々な危害から常に安全な状態でいる」

ことです。最も安全で安心できる環境を提供

することなのです。

　スカウト運動の教育においても、その安全

な環境を高く維持することで、社会からの信

頼を得て保護者の方々にも安心して子どもた

ちを託していただく環境を作っています。

　「ハーム」の発生する関係としては、ボー

イスカウトにおいては「スカウトとスカウト」

「スカウトと指導者」「指導者と指導者」「保護

者と指導者」が考えられます。このいずれか

の関係において「ハーム」が発生しないよう、

昨年平成 29 年度から、組織的に全ての成人

加盟員に対して研修受講を進めています。

　そこでは、危害とは何かを具体的に学び、

危害を受けない方法を学び、危害を発見した

時の対処を学び、危害を防ぐための行動基準

を学び、危害と疑われないための行動を学び

ます。

　「セーフ・フロム・ハーム」の考え方は、そ

れを認識し受諾した上でボーイスカウト運動

に関わっている指導者にとって、ごく当たり

前のことですが、改めて、それを確認するこ

とで、すべてのスカウト関係者が、安全で安

心できる活動をめざすものです。

　指導者は「セーフ・フロム・ハーム」の考

え方を理解し活動を行い、スカウトに「思い

やりの心」を育む教育を提供することで、社

会からのより一層の信頼を得るべく取り組ん

でいます。



04
「BS アイビー・グランプリ」

　　

9 月 24 日の第 4 地区大会を皮切りに、10

月には第 1 地区で、11 月には第 5 地区で

IB-GP（アイビー・グランプリ）が開催されま

した。

◆　◆　◆　◆　◆

10 月 21 日開催の第 1 地区スカウトフェス

ティバルのプログラムの一つとしてＩＢグランプリ

第 1 地区大会が盛大に開催されました。

第 1 地区の５個団が参加し、参加車両５１台で

ＢＶＳグループ、CＳグループ、BS 含む一般グ

ループの３つに分けて競技を実施しました。

大会はグループごとのトーナメント方式で実

施しました。ＤＪ担当の北茨城１団の熊田リー

ダーの英語と日本語の紹介＆実況中継で盛り上

がりました。Ｆ１レースのＢＧＭが流れる中、スカ

ウトも興奮して大盛況の大会となりました。各グ

ループの上位３名を表彰しました。さらに、デザ

イン賞も設定、表彰してスカウトたちの力作・レー

スカーをみんなでほめたたえ合いました。

大会終了後、フリー対戦の時間を設けたこと

が好評でした。対戦できなかった相手や、表彰

された上位のスカウトと対戦したり、ＢＶＳ対ＣＳ、

ＢＶＳ対ＢＳ、親子対戦なども実現したりして楽し

い 1 日となりました。

多くのスカウトたちが、次回の開催・対戦を夢

見て帰路に着いて行きました。

◦大会スタッフとして、コースの組み立てとス

タート係を主に担当しました。初めにコース

ですが各部品には、組み立てやすく番号と印

が付けてあり初心者でも要領がわかれば的

確に組み立てが出来るようになっていました。

様々個所に工夫と苦労の跡が見られ素人か

ら見ても完成度の高いコースだったと思いま

す。

　　そして、GP 本戦では、この大会のために

選曲された BGM が流れる中、大会を盛り上

げるアナウンスの合図で 3 台の車が一斉にス

タートを切る様相は、上から真直で見ると興

奮の域に達していました。スタート前に車の

タイヤの具合を確認したり脱輪が懸念される

車は真ん中のレーンにするなど思考すること

も多く1 時間以上に及ぶ熱戦に緊張の途切

れる間もなく周りの雰囲気を含め終始歓喜の

声で埋まっていました。次の開催に団として

の意欲を燃やしてます。

◆　◆　◆　◆　◆

　第 5 地区では、平成３０年１１月１８日に土浦

市青少年の家でＢグランプリ第 5 地区大会実施

しました。

平成２９年度の県カブ・ビーバーラリーが悪天

候のため中止になったことから、地区内のカブ

隊、ビーバー隊リーダーから、せっかく準備した

プログラムが各団にあるのだから、地区としてカ

ブ・ビーバーラリーをやりたい、とラウンドテー

ブルや地区協議会で要望が出されました。

それでは、ということで平成30年の地区事業

に入れることにし、県連でＩＢグランプリなること

をやる、とホームページにアップされたので、一

緒に行おうと軽い考えで計画をスタートしました。

実際のエントリー数はビーバー部門で３２台、

カブ部門で５１台の出走となりました。

Ａ部門のエントリーは５台でエキシビションと

してレース展開、午後のビーバー、カブ部門決

勝のあと「やってみたいよね !」ということでビー

バー部門、カブ部門、Ａ部門優勝車両３台でどれ

が一番早いか、のテストマッチを行いました。

結果は・・・大人気なく？ Ａ部門の勝ち、とい

う結果になりました。

司会者の話術のおかげもあり大変盛り上がっ

たＩＢグランプリが出来ました。

スタッフの皆さんの臨機応変の対応、活躍の

おかげでなんとかやりきることができ、さすがは

ボーイスカウトのリーダー、と改めて思い直した

一日でした。

スタッフの皆さん、引率リーダーの皆さん、あ

りがとうございました。

　“IB-GP”１地区大会、５地区大会
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05
富士スカウト代表表敬 

東宮御所、首相官邸・文部
科学省 表敬訪問

　ボーイスカウト日本連盟では、ボーイスカ

ウトの最高進級章である「富士スカウト章」

を受章したスカウトの努力をたたえ、表敬先

のご理解のもとに、今後の一層の活躍を期待

して、皇太子殿下（東宮御所）、首相官邸と文

部科学省への代表表敬を行っています。

　代表となれるスカウトは、富士章を受章し

たスカウトの中から選抜されます。

　代表スカウトは集合の後、準備訓練を行い、

翌日それぞれの表敬先を訪問しました。東宮

御所では皇太子殿下より、首相官邸では安倍

内閣総理大臣より、文部科学省ではスカウト 

OB でもある林文部科学大臣より、激励のお言

葉を頂戴しました。 

　茨城県からは、水戸第 2 団ベンチャー隊の

森田壽一くんが、平成 30 年 4 月 5 日に東宮

御所に表敬訪問しました。（下写真：森田くん

は向かって右端）

06
災害ボランティア活動 
　　　　今年度の取り組み状況

　　　　（１０月以降報告分）

　

● 平成 30 年 7 月豪雨 災害募金（実施日順）

　水戸第 2 団（7/15・水戸駅南口）

　筑西第 1 団（7/22・筑西市内）

　牛久第 4 団（7/29・牛久市内）

　つくば第 3 団（12/9・つくば市内）

●北海道胆振東部地震 災害募金（実施日順）

　土浦第 5 団（11/25・土浦市内）

　牛久第 4 団（9/16・牛久市内）

　つくば第 3 団（11/11・つくば市内）

　以上、H30/10/31 から H31/2/16 まで

に県連事務局に報告があった活動です。

07
食物アレルギーをテーマに

指導者のつどいを実施

　指導者のつどいが、平成 31 年 2 月 4 日に

笠間市笠間公民館において、参加者 28 名、ス

タッフ 9 名の参加で行われました。

　午前中は、養護の先生に、毎日子供達に対応

をしている、学校現場での食物アレルギー対応

について身近なところからの話をしてもらいまし

た。

　その後、栄養教諭の指導でアレルゲンである

「卵」の除去食のポテトサラダとかき玉汁を調

理しました。

　午後の振り返りの中で、エピペン（練習用）

を実際触ってみたり、その対応についての質問

なども多くありました。

　参加者の中に、お子さんがエピペンを処方さ

れている方がおり、アレルギーに対する生の声

を聞くこともできました。

　食物アレルギーに対して、知っている・対応し

ているつもりではありましたが、もっともっとしっ

かりと理解し対応していかなくてはならないと気

付かれた指導者がほとんどでした。

　次回は、医師からもっと専門的な内容につい

て聞きたいという声もありました。

　とても有意義なつどいとなりました。


